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               1 緒     言

 筆 者 等(ぐユうゆ)は嚢 に 車 蝦 肉 に就 て 實 験 した 塵 に よれ ば,蝦 肉蛋 白 はMyogen, Myosinに 併 せ て

Gelatin, Myomin, Myotelin, Myoseinの6種 の 蛋 白 に 分別 分 類 せ られ 而 も 此 の6種 の蛋 白 は

何 れ も成 分 團 蛋 白で あ っ て 夫 々数個 の基 成 分 蛋 白 か わ 成 立 して 居 るの で ある.

 鮫 の 肉蛋 白が 蝦 の 肉蛋 白 と同様(し)に分 別 分 類 せ られ 得 るや 否 や は改 め て實 験 誰 明 すべ きで あ る

が,筆 者等 は別 な 目的 を以 て星 鮫(Cynias Manazo)の 新 鮮 な生 肉 よ 砂先 づ0。2 Nの 食 盛水 に

溶 解 す る蛋 白 を抽 出 し硫 安 飽 和 液 を用 ぴて5個 の蛋 白 に分 別 し,叉 食 盤水 に不 溶 解 分 を ば3個

に 分 別 し,う ち2個 を分離 調 製 して 其 の 各 々 につ い て 吸 牧 スペ ク トル を測 定 し得 たれ ば以 下 報

告 す る次 第 で ある ・

               H 實 験 成 績

 (1)星 鮫 肉 蛋 白め 分 別

 新 鮮 星 鮫 肉 播 砕 物500gに0.2 N食 盤 水2Lを 添 加 し,よ く撹 挫 しで1時 間 後 綿 布 にて 搾

汁 し残 渣 に更 に02N食 盤水L5L添 加 し て擁 拝30分 後 に搾 汁 し,抽 出液 を合 して 一 夜 静琶 す

る時 白色 沈降 物 生 じ上 液 は 淡赤 色 を呈 す ・ 之 を サ イ フオ ン にて 分 ち沈 降 部 分 は遠 心分 離 し沈 降

物 を3日 聞 透 析 し,水 洗,純 酒 精,エ ー テル にて 洗 源 脱 水 を反 復 し硫 醗 デ シ ケ ー タ ー 中に て乾 燥 し

ミオ テ リンaを169分 別 せ り.上 澄 液32i5cc.に 封 して は0・fN硫 酸128cc・ と硫 安飽 和

液32cc.添 加 す る時 白色 の 沈 降 物 生 す ・上 澄 液 は サ イ フオ ンに て分 ち沈 降 部 分 は 遠 心 分 離 す・

か くして 得 た 沈 降 物 ぱ6日 間 透 析 し前 同 檬 洗 瀞 脱 水 し て ミオ シ ンaを15・59分 別 せ り・更 に

上 澄 液3000cc.(paH 3.718)に 硫 安 飽 和 液30 cc・添 加 して ミオ シ ンbを3・59,更 に 上 澄 液

2900cc.(paH 3.903)に 硫 安 飽 和 液30 cc.添 加 して ミオ シ ンcを0・59分 別 せ り・ 更 に上 澄

液2800cc.(paH 3.895)に 硫 安飽 和 液30 cc・添 加 して ミオ シ ンdをo・49分 別 し,上 澄 液

3050cc.(paH 3.907)を 硫 安 ↓倉飽 和 に し て ミオ シ 払eを41・7 mg分 別 せ り・ 次 に この 上 澄 液

につ きNinhydrin,覇uret, Millon, Xanthoprotein反 慮 を検 した に も拘 らす 何 れ もlNegativに
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し て,5%メ ク燐 酸 ・ 或 は酒 精 を何 れ も等 量 添 加 す る も 沈 降物 生 ぜ す・20%三 盤 化酷 酸 を孚 量

添 加 す る時 少 し く 沈 降 物 生 す る 程 度 な り・ そ ～二で 全 容 を4000cc・ に し て全 窒 素 を 定 量 した 結

果158・68igに してAmmonia態 窒素 ば 正58・2789で あ る・ 故 にそ の 差 は僅 か0.4039に し

て 蛋 白 は 既 に殆 ど完全 に沈 降 分別 す る事 を得 た もの と考 へ られ る・     '・

 さて 一 方食 盤水 不 溶 残 渣 に は0・05N.Na?猛 液2Lを 添 加 撹 拝 し て1時 間 後 綿 布 を敷 い た ヌ

ツチ エ を用 ひ て吸 引 濾 過 す.濾 液(淡 黄 線 色)i580 cc.に0.5N酪 酸160 cc.添 加 す る時 白色

沈 降 物生 す.

 前 同 檬 の操 作 を行 つ て ミオ 矛 リンbを14,49分 別 せ り.NaO}1一 液 不 溶 の残 渣 は加水,カn熱             楠

するも凝固する蛋白なし・そこで水を加へて500cc・ となし全窒素を定量した結,果蛋白として

6・f369存在する事を知つた・以上の操駕を簡靴 表示すれ聯 俵 の通りである・

              【   第 レ 表

             抽 幽液       蟻 渣

       

        ,,

     上.澄液    ミオシンα二

      帆5暢 伽(09守3)'

    上こ盆液一   ミ才シンe

         (弥撃)
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 (2)吸 牧 スペ ク トル の測 定

     '           (3)              (4)

 筆者等は襲に小萎グルテニン,難 及鶉卵黄ヴイテリンの吸牧ス ペ ク トル研究 を行つた際個

々の波長の吸光係数測定値(e)を 吸牧窮眞撮影に用ひた液暦の厚さ (cm)と 供試液1cc。 中

に含有されてゐる蛋白態窒素の逓當量激 との積にて除した もの,窒 素當量吸光係数(Nitrogen

E・・1・・1…Ab…p・i・ ・C・ ・ffi・i…)E-bldを 算 出 して 醐 を描 酪 試 糀 鰍 し て蛋 白 の

彷往憂異現象を説明したが,本 報告に於》・ては各試料70mg秤 量し(但 しミオシンeは417●

mg)再 溜水にて2時 間膨化し然る後0.1 N NaOH一 液50 cc.と ほぼ等量の再溜水 とを徐々に加

へて蛋白を充分溶解せしめ100cc.に 満たしNaOH添 加後正確に2時 間して吸牧爲眞を撮影

して1・9幸 を求めた・然る後各謝 刎 ・分を趨 し鰍 撚 供羅 峰 轍 算し,蛋 削%

溶瀧 液暦 ・・mの 容器にて撮影し塒 の吸光鰍 ・塩 を算鋤 ・叉撚 継 難な蛋

自に就いては濾過してその濾液につき4cmの 容器を用ぴて撮影 した.然 る後100 cc・中の全

穿素のmg数 を定量 し,叉 別に試料無水物中の全窒素の百分率を算出し,溶 存せる蛋白量 を計

算して欄 徽E塩 曲慌 搬 噸 の分別酷 砒 帆 たのである・(第一圖～第三圖)・

          覧_ 圖              異 二 圖
   35 -                             35

    5           5   、
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    %。 3量0 瑚0 27。 鋤  230     33。 31・ ・qQ 朗…  ゲ"・ δ。

          一→ ・娠(撃)         一→ 波長(剛)
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          箋 三 圖   之等の曲線蹴 碗 見れば最蝦 牧並撮 小

    35                吸牧を示す 窯の波長は282.5～281.5mμ 及
      トr麗ミ制 γα   、 '   ,               「

     、一 ミ柵 滞           び272mμ の如 く殆 ど相同じであつたが,吸

・ ヨ'1餓(ヨゆ   )雛麟

        l i  度(ユリ  )縮塒 に澱 するも曙 ・急m。.

    暦5      -・ 急 曲 一」・認 の齢 ブ、筋
  τ
    ～◇            .  る・更にHolidayが 提(ゼヨラ)出した式 によつて供試

ε:二

、 団  』 蛋帥 … シン及びトリ… アンの含量

        1    }       を算出して見た・、以上を要記すれば第2表 の

    。  一   如くである.
     330   310   瑚0  270   250  230

          -→ 衷長(ぴ)

                 第  2 .表

    一 臨鳶 鑑1峨 礪 禁響欝
    ミ オ シ・ ン a    282.5    」3。0     272     9.8      3.2       8.48      1.99

    ミ オ シ ソb 282  10.8  272  85   2.3  3.92  2.49

    ,オ 。,ンc28。58.9 272 6., a, 生。3』.7,

    ・・シ ン…21・5272匝 ・1・ ・g3h・1

    ミ オ シ ンe 28L5  14.4  272 132   L2  6.76 「 3.10
                  ,                      1

    ミオテ リ ンa  282  17.4  272  15.5   1.9   1.58   0.80

    ミオ テ リンb  282   132   272  1LO   2.2   2.97   0.80

 〆                 '                          1                 ・

               皿 考    察
                               灘

 以上読明した通 り鮫肉からミオシンとミオテ リンとを分離してその吸光係数を測定算出した

・のであるが,此のミオシンのうちにぼ ミオゲンも亦共存 して居た事は想像に難 くない のみなら

す ミオシンをぱ5っ のFract豊onsに 分別 したが,之 を以て鮫肉の ミオシンは5っ のComponents

から成立して居ると考へるのではない・前申す通 り此の ミオシンの うちにはミオゲンも亦含ま
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 _                                               、

 れ て ゐ る ば か ρで な く,此 の 個 々のFract三 〇nは 決 してSingle component prote二nで ぼな いの

 で あ る.

  然 れ ど も此 の實 験 に よつ て鮫 肉 の ミオ ゲ ン及 び ミオ シ ン は何 れ も成 分 團蛋 白 で あつ て,幾 ら

 かの 基 成分 蛋 白か ら成 立 して 居 る こ と は 明 らか で あ る・ の み な らす各Fractionの 吸 光 係 数 を

割 定し罐 継 示す鋤 硫鋤 濃鄭 低嚇 蹴 澱するも耀 」E塩 の癬 大である.

  此の事實は血清蛋白の場合と同檬であつて此等の事實から考へて見ても筋肉中の ミオゲン,

 ミオ シンは恰 も血清中のアルブミン,グ ロブリンと其の構成に於て叉性質に於 て相通 じた もの

 があるとi云ひ得るのである・                           ,

  而して ミオゲンにして もミオシンにしても之を構成 して居るSingle component pfotrinの

 組成並に分量は一定不攣の ものではないのであつて從つて其の集ま りである筋肉蛋白も亦その

 組成その性質等が種々の外的條件によつて攣異するわけである・

                 皿 要     約

 (1)i新 鮮星鮫肉から食璽水可溶性,苛 性曹達液可溶性,苛 性曹達液不溶性蛋白を分離し,此 等

  を ミォシン,ミ ォテ リン,ミ オゼインと呼ぶ～二とは奮稻の通 りである・

(2)鮫 肉の ミオ シンをば硫安溶液内に於ける差異匠よつて夫々5部 分に分別したが,此 等の分

  別蛋白が ミオシンの基成分蛋白のすべてとは云へな㌔(・

(3)け れ ども鮫肉のミオシン,ミオテ リンは夫 々不均一性であつて,其 の基成分蛋自が各種の條

  件に鷹 じて量的にも亦質的にも攣異することが鮫肉蛋白の彷径攣異の原因となるのである( )・

(4)分 別蛋白の吸牧スペク トルを測定した結果によれば ミオシンにありては硫安濃度の高低に

  よる沈澱性と光線吸牧力とは正比例する・ このことは血清蛋白の場合と同檬である.

   終りに臨み終始御撃篤なる御指導を賜りし近藤金助先生に深甚の謝意を表する次第である.
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